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　 平成 27 年 3 月

都市再生整備計画（第6回変更）



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 51 ha

平成 22 年度　～ 平成 26 年度 平成 22 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

ポイント 平成21年度 平成26年度

人/年 平成20年 平成25年

台/12h 平成21年度 平成26年度

5002,135

海野宿内を通過する車両が減少することにより①の安全で安心して

暮らせる居住環境②の海野宿を堪能できる環境整備ができたと判

断できる。

海野宿内を通過する車両台数車両通行量

都道府県名 長野県

東御市

とうみ

海野

うんの

地区

ちく

計画期間 交付期間 26

　　歴史的なたたずまいを継承し、居住環境・観光施設の再整備による地区の活性化

　　歴史的なたたずまいを継承し、居住環境・観光施設の再整備による地区の活性化　　歴史的なたたずまいを継承し、居住環境・観光施設の再整備による地区の活性化

　　歴史的なたたずまいを継承し、居住環境・観光施設の再整備による地区の活性化

　　　 ①安全で安心して暮らせる居住環境の整備

　　　 ①安全で安心して暮らせる居住環境の整備　　　 ①安全で安心して暮らせる居住環境の整備

　　　 ①安全で安心して暮らせる居住環境の整備

　　　 ②来訪者が宿場町を堪能できるまちづくり

　　　 ②来訪者が宿場町を堪能できるまちづくり　　　 ②来訪者が宿場町を堪能できるまちづくり

　　　 ②来訪者が宿場町を堪能できるまちづくり

　海野地区にある海野宿は、北国街道の宿場として1625年に開設され、中山道と北陸街道を結ぶ街道として通行量が多く宿場として栄えました。明治21年信越本線の開通により宿場はその機能を失いつつあったが、そ

れ以前から海野では養蚕業の町として当地方の中心的存在になっていました。昭和に入って、養蚕業の衰退とともに不要になった蚕室造の建物は身売りされ姿を消す建物もありましたが、現在でも当時の姿を残す建物

があり、宿場と養蚕業の二つの顔を見ることができます。

　昭和61年8月7日に旧建設省から「日本の道百選」の選定を受け、翌62年には重要伝統的建造物群保存地区に指定されました。このことにより、市では平成元年から道路環境整備を目的として、地方道路整備臨時交付

金事業を導入し、歴史的町並みに調和した整備を進めてきました。平成4年に事業が完成し、平成6年には「手づくり郷土賞」を受賞しました。また毎年11月23日に海野宿ふれあい祭を開催し、ハード・ソフト両事業を織り交

ぜ、海野地区活性化のために地域住民と協力したまちづくりをしております。

　東御市では、平成16年から平成25年を目標年次として第一次総合計画を策定しており、観光地としてのイメージアップ、観光施設の整備と利用促進など取り組んできています。魅力ある観光地づくりのために、観光客の

視点に立った楽しみ方である“ＴＴＤ”(ためになる、体験できる、ドライブする)を強化するようにしています。

・市道田中・西海野線が国道18号の抜け道として交通量が多く、住民及び観光客に危険を及ぼしている。

・重要伝統的建造物群保存地区では排水状況が悪いところがあり、大雨時には建物に床下浸水などの被害が起き(2008年6月)、住民の生活を脅かしている。

・海野宿は、浅間サンライン・上信越自動車道の開通、長野新幹線の開業により広く知られるところとなり、平成18年度(237,000人)までは順調に観光客が増加していたが、それ以降は観光客が減少している。

・トイレが海野駐車場1ヶ所にしかなく、観光客が民家やお土産屋で借りるケースがあるために、住民と観光客から苦情が寄せられている。

・海野宿や東御市の歴史・地域文化・特産品を観光客に対して紹介・情報提供をする、無料で観光客が気軽に立ち寄れる施設がない。

・大型バスが駐車できる駐車場が、海野宿付近に整備されていない。そのため海野宿駐車場に大型バスを強引に駐車している。

・快適でゆとりのある住環境整備を進め、災害や事故を未然に防ぐために必要な施設等の整備を行うことによって、暮らしやすい居住環境を整備していく。

・海野地区において拠点施設を効果的に運営し、観光客の滞在時間の増加や再訪を促す魅力ある観光地として創造していく。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

1.25

観光客数 東御市海野宿への観光客数

観光客数の減少を食い止めることによって、目標②の海野宿を堪能

できる魅力あるまちづくりが達成したと判断できる。

232,400 232,400

住民の満足度 地区環境・居住環境に対する満足度のアンケート調査

住民の満足度が向上することによって、目標①の安全で安心して暮

らせる居住環境の整備が達成したと判断できる。
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都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

整備方針3(観光施設の再整備)

整備方針3(観光施設の再整備)整備方針3(観光施設の再整備)

整備方針3(観光施設の再整備)

・観光客が気軽に寄れる無料休憩所を整備することによって、観光客の海野宿に対する満足度の向上を図り、再訪を促す。

・東御市と海野宿の情報提供スペースを設置することにより、観光客に東御市と海野宿の素晴らしさをより知っていただくことを図る。

・公衆トイレを海野宿西側に作ることによって、住民と観光客からの苦情の削減を目指す。

・海野宿の近くに大型バスを駐車できる駐車場を整備することによって、駐車場の利便性の向上を図り、さらなる観光客の増加を図る。

・田中30号線整備事業(基幹事業：道路)

・海野宿看板整備事業(基幹事業：地域生活基盤施設)

・西海野街路灯整備事業(基幹事業：高質空間形成施設)

・海野宿駐車場整備事業(基幹事業：地域生活基盤施設)

・パンフレット制作事業(提案事業)

・重要文化財建造物等公開活用事業(関連事業)

○東御市都市計画マスタープラン“まちづくりの目標”

　☆基本理念：『さわやかな風と出会いの元気発信都市』

　★将来都市像：『人・自然・暮らしをつなぐ元気創造都市　東御』

　　・将来都市像実現のためのまちづくりの目標

　　　１．豊かな自然に恵まれ居住環境の整った住みよいまちづくり

　　　２．人々が活発に活動・交流し、活力を生み出すまちづくり

　　　３．快適で安心していつまでも暮らし続けたいと思えるまちづくり

　　　４．市民と行政が協働してつくるまちづくり

　◎東御市では魅力ある観光地づくりのために、海野宿をはじめとする観光資源・環境の整備や拠点施設の効果的な運営、東信濃の歴史・文化、食と物産、農業体験などの潜在的な観光資源の発掘と活用に努めることにより、

　　 観光客の滞在や再訪を促す観光地の創造、交流の促進、関連産業の活性化を進めています。(第一次東御市総合計画後期基本計画)

方針に合致する主要な事業

整備方針１(交通環境・居住環境の改善による安心・安全の快適居住空間の創造)

整備方針１(交通環境・居住環境の改善による安心・安全の快適居住空間の創造)整備方針１(交通環境・居住環境の改善による安心・安全の快適居住空間の創造)

整備方針１(交通環境・居住環境の改善による安心・安全の快適居住空間の創造)

・海野バイパスを新設することによって市道田中・西海野線の交通量が減り、住民や観光客の安全の確保を目指す。

・重要伝統的建造物やその他住宅・畑に、床下浸水などの被害が発生しないよう排水路を整備する。

・海野バイパス新設事業(基幹事業：道路)

・西海野歩道整備事業(基幹事業：道路)

・海野宿西側排水路整備事業(提案事業)

・西海野北側排水路整備事業(提案事業)

・本海野水路新設工事(関連事業)

整備方針２(景観の改善)

整備方針２(景観の改善)整備方針２(景観の改善)

整備方針２(景観の改善)

・海野バイパスを新設することによって宿場内を通過する車両の減少が図れ、それに伴い景観の改善も図る。

・西海野歩道整備事業で、植栽帯と歩道の区分けを明確にし、また一部未舗装であった歩道を整備することにより、西海野区の景観の改善

  を目指す。

・宿場町としての海野地区の一体感を生み出すために、西海野区の外灯に景観に配慮したものを設置する。

・維持管理しやすい排水路を設置することによって、景観の向上を目指す。

・海野地区のまちなみの一体感を創出することによって、観光客が飽きることなく観光できるようにし、またこれによって滞在時間の増加を図る。

・宿場町としての面影を引き立たせるよう、道路の色を改良する。

・海野バイパス新設事業(基幹事業：道路)

・田中・西海野線舗装整備事業(基幹事業：道路)

・西海野歩道整備事業(基幹事業：道路)

・西海野街路灯整備事業(基幹事業：高質空間形成施設)

・西海野北側排水路整備事業(提案事業)



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）

基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 東御市 直

L=630m W=9.25m

H22 H26 H22 H26 592.6 592.6 592.6 592.6

田中30号線整備事業 東御市 直

L=130m W=7m

H25 H26 H25 H26 21.2 21.2 21.2 21.2

西海野歩道整備事業 東御市 直

L=500m W=3.0m

H22 H24 H22 H24 47.6 47.6 47.6 47.6

田中・西海野線舗装整備事業 東御市 直

L=688m W=5.0m

H25 H25 H25 H25 35.2 35.2 35.2 35.2

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 東御市 直 2,800㎡ H25 H26 H25 H26 99.2 24.8 24.8 24.8

東御市 直 ４箇所 H24 H24 H24 H24 0.9 0.9 0.9 0.9

高質空間形成施設 東御市 直 19基 H23 H24 H23 H24 12.9 12.9 12.9 12.9

高次都市施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 809.6 735.2 735.2 735.2

…A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

排水路整備事業 海野宿西側排水路整備事業 東御市 直 L=163m H22 H24 H22 H24 8.3 8.3 8.3 8.3

排水路整備事業 西海野北側排水路整備事業 東御市 直 L=760m H22 H24 H22 H24 34.5 34.5 34.5 34.5

東御市 直 H26 H26 H26 H26 0.4 0.4 0.4 0.4

東御市 直 － H26 H26 H26 H26 3.1 3.1 3.1 3.1

－

合計
46.3 46.3 46.3 46.3

…B

合計(A+B) 781.5

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

東御市 文化庁 164.65㎡ ○ H21 H21 12

東御市 文化庁 ○ H24 H25 255

東御市 総務省 31箇所 ○ H22 H26 10

東御市 L=69m ○ H23 H23 2.8

合計 279.8

文化財整備研究事業(看板修繕) 海野宿

本海野水路新設工事 海野宿

事業期間

全体事業費

旧宮下家住宅玩具展示場施設整備 海野宿

重要文化財建造物等公開活用事業 海野宿

－

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○）

事業活用調査

事後評価調査 －

まちづくり活

動推進事業

交付期間内事業期間

細項目

うち民負担分

地域創造

支援事業

パンフレット制作事業 パンフレット制作事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間

住宅市街地

総合整備

事業

海野宿駐車場整備事業

海野宿看板整備事業

西海野街路灯整備事業

－

－

交付期間内事業期間

細項目

うち民負担分

海野バイパス新設事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

（参考）事業期間

交付対象事業費 781.5 交付限度額 331.1 国費率 0.424



都市再生整備計画の区域

　海野地区（長野県東御市）

面積 51 ha 区域

東御市本海野の一部及び西海野の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

海野地区（51ha）

国道18号

しなの鉄道

田中駅

東御市役所

県道小諸上田線

(浅間サンライン)

上信越自動車道

東部湯の丸I.C



住民の満足度 （ポイント） 1 （21年度） → 1.25 （26年度）

観光客数 （人/年） 232,400 （20年） → 232,400 （25年）

車両通行量 （台/12h） 2,135 （21年度） → 500 （26年度）

　海野地区（長野県東御市）　整備方針概要図

目標
歴史的なたたずまいを継承し、居住環境・観光施設の再整備による地区の活性

化。

代表的な

指標

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□提案事業 排水路整備事業
西海野北側排水路整備事業
L=760m

■基幹事業 道路
西海野歩道整備事業
歩道整備・植栽帯整備・排水路整備
L=500m

□提案事業 排水路整備事業
海野宿西側排水路整備事業
L=163m

■基幹事業 道路
海野バイパス新設事業
L=630m、W=9.25m

■基幹事業 高質空間形成施設
西海野街路灯整備事業
19箇所

■基幹事業 駐車場整備事業
海野駐車場整備事業
駐車場面積2,800㎡

■基幹事業 道路
田中30号線整備事業
L=130m、W=7.0m

○関連事業
旧宮下家整備事業

○関連事業
重要文化財建造物等公開活用事業

■基幹事業 道路
市道田中・西海野線舗装整備事業
L=688m、W=5.0m

○関連事業
本海野水路新設工事
L=69m

○関連事業
文化財整備研究事業(看板修繕)

■基幹事業 地域生活基盤施設
海野宿看板整備事業 ４基
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